
青々としたナギに囲まれた木熊野神社

木熊野神社の特殊神事（県の無形民俗文化財）

　木熊野神社の秋祭りでは、昔ながらのしきた

りにのっとった珍しい神事が行われています。

祭の7日前の「シオカワ神事」は、頭
と う や
屋の家に

神主が来て御
ごへ い
幣を切り、餅

もち
をつき、甘酒を神社

まで持っていきます。神社では社前の湧き水に

神主や頭屋の主人などが素裸で入り身を清め、

祭具を洗います。祭りの前日には、頭屋の家に

御
ご し ん や
神屋を設け神社からの神

みこ し
輿を迎えます。神輿

は祭り当日に頭屋を出てお旅
たびしょ
所に向かいます。

ご神体は、オンユルワと呼ばれる小桶の中に入

れた玄米で、お旅所で神主の手によって神輿の

中に納められます。ここで献
けんせん
饌の儀や獅子舞の

奉納があり、やがて神輿は本社まで戻り神事が

終わります。

　玄米をご神体にするなど、この祭りは農耕儀

礼のひとつだったと考えられます。伝承会によ

り、古いしきたりが守り続けられ、これらの神事

は県の無形民俗文化財に指定されました。
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■中村町137-1
●JR善通寺駅から車で約10分。
　多度津善通寺線沿いにある若宮神
社の西側。

木
き く ま の じ ん じ ゃ

熊野神社

熊野権現にゆかりのある神社
　木熊野と名づけられた神社は市内にいくつ

かありますが、すべてここ中村町の木熊野神

社からの分霊といわれています。ここは、中

村町の産
うぶすながみ

土神で、十二社権現または梛
なぎ

の宮と

呼ばれていました。木熊野は紀伊熊野の意味

で、もともとは熊野権現であったのを、明治の

神仏分離令によって木熊野と改称、登録され

ました。

　境内には珍しいナギの群落があります。ナ

ギは、熊野地方で神木とされる木で、祭神に

ゆかりの深い紀州（和歌山県）から移植さ

れました。マキ科の常緑高木であるナギは、

20mくらいまでのび、葉には光沢があります。

古くから悪魔を払い災難をのがれることがで

き、さらには病気の治癒にも霊験があると信

じられてきました。

　この神社に伝えられる珍しい神事は県の無

形民俗文化財に指定されています。また、拝

殿に奉納されている算額は現代数学でも通用

する方程式が書かれているもので、市の有形

文化財に指定されています。

算額。難しい数字の方程式をカラフルな絵で表し、漢文で説明したもの。
江戸時代後期に奉納。
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